
【取り組む際に生じた課題】
• 船便で輸出するため、納品までのリードタイムに起因する鮮度の問題
• 商品に対する要求度の高さ（日本の青果物に対する期待度が非常に高い）

【ウェブサイト】 フルックスグループ／http://www.frux.jp

【対応の結果】
• 鮮度・価格を追求することで、先方者との関係が良好となった

20フィート、もしくは、
40フィートコンテナで運ぶ

 平成30年7月香港の輸入商社より要望があり輸出を開始
 毎週火曜日、神戸港に集荷。その後、香港へ向けて出港。
 高級スーパー向けに青果物全般を輸出

青果品全般

【主な品目】

香港

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 発注リードタイムの短縮化
• 輸出競争が激化しているため、他社との差別化が非常に重要
• 産地を巻き込んだ商品提案や、グループ力を活かした調達力が重要
• 新型コロナウイルスの影響により自宅での食事が増えたため、野菜の購入
量が増え、嗜好品である果物の購入が減少。環境変化への柔軟な対応も
重要である。

【生じた課題への対応】
• 商品の特性に応じた品目の選定（劣化しにくい商品選定）
• 出荷前の丁寧な検品
• 様々な規格の提案

【連絡先】 担当者名：山田勝之、ＴＥＬ：0743-56-5520

【活用した支援・施策】

（平成30年度より輸出開始）

【効果があった取組】
鮮度と味と価格の追求

青果物全般を輸出

新型コロナウイルスの影響により、
野菜の出荷が増え、果物の出荷が
減る

青果物

奈良県 （株）フルックス
『青果物を香港へ』

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

平成31年度 11,200 458 通年

平成30年度 9,000 250 7～3月


